
（概要版）

「はばたこう群馬の情報教育研修プラン集」の作成と活用
－児童生徒の情報活用能力を高める指導の充実を目指して－

長期研修員 山本 義光

すべての教科等で
情報教育のねらいや内容を

踏まえた授業実践につなげていく

教員の意識が
高まる

児童生徒の情報活用能力育成を目指す情報教育が
各教科等において十分実施されていない

○情報教育のねらいや内容を認識した学習活動が進められていない
○各教科等における情報教育の具体的な学習活動が知られていない

実
態

教員の理解が
深まる

授業に取り
入れてみよう

｢はばたこう群馬の情報教育研修プラン集｣の作成と活用

進行者用資料 進行補助資料

受講者用資料提示資料

ねらいや内容
が分かったわ

児童生徒の情報活用能力を高める指導の充実

本研究では、児童生徒の情報活用能力を高める指導の充実を目指した校内研修を各学校で実施していくため
の「はばたこう群馬の情報教育研修プラン集」を作成した。また、協力校において本研修プラン集を活用し、情報
教育にかかわる校内研修を実施した。それにより、本研修プラン集が、教員の情報教育にかかわる理解を深め、
意識を高め、情報教育の充実につながる実践意欲をもたせることに有効であることを明らかにできた。

研究の概要

＜特徴＞

簡単な準備で
実施できる

目的や実態に応じて
内容を選べる

３０分程度で
行える



内容 目的 方法 研修プラン

教育の
情報化

理解を深める
(ガイダンス)

講義型 プランA1「教育の情報化とは」

講義型 プランA2「身近に見られるＩＣＴの活用」

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成

理解を
深める

講義型 プランB1「情報教育とは」

講義型 プランB2「情報活用能力とは」

講義型 プランB3「情報モラル教育とは」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランB4-1「小学生に身に付けさせたい情報活用能力を知ろう」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランB4-2「中学生に身に付けさせたい情報活用能力を知ろう」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランB5-1「小学校学習指導要領における情報教育の位置付けを知ろう」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランB5-2「中学校学習指導要領における情報教育の位置付けを知ろう」

意識を
高める

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランC1「情報活用能力を生かす場面を考えよう」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランC2「情報モラル教育の必要性を考えよう」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランC3「情報モラル教育の進め方を考えよう」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランC4-1「小学校における情報教育の学習活動を考えよう」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランC4-2「中学校における情報教育の学習活動を考えよう」

実践に
つなげる

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランD1「授業場面を設定して実践してみよう(模擬授業）」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランD2「授業実践の参観と授業研究会で指導法を考えよう」

教員のICT
活用指導力
の向上

理解を
深める

講義型 プランE1「教員のＩＣＴ活用指導力とは」

講義型 プランE2「個人でできる研修方法で研修してみよう」

意識を
高める

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランF1「教員が知っておくべき情報モラル・セキュリティを考えよう」

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型 プランF2「教科指導におけるＩＣＴ活用のメリットを知ろう」

各研修プランの構成
はばたこう群馬の情報教育研修プラン集

研修形態の工夫

全体会

学年部会・教科部会

研修方法の工夫

講義型
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型
（模擬授業等）

授業実践と授業研究会

すべて30分程度で行える講義型７プラン、ワークショップ型13プラン、
全20プランを作成した。

用意されている
資料を使用して
研修を実施

研修実施の手順

研修の目的や
学校の実態に
応じた内容を選択

研修時間は
30分程度

情報教育にかかわる研
修を実施しやすくする

情報教育への理解と情
報教育推進に対する意識
向上を図る

各教科等での具体的な
学習活動例の周知を進め、
指導場面の創出を促す

作成
方針

情報教育への
理解を深める

情報教育
推進に対する
意識を高める

授業での
実践につなげる

研修プランの目的



研
修
進
行
者
向
け
資
料
の
例

研
修
受
講
者
向
け
資
料
の
例

進行者用資料

提示資料

進行補助資料

受講者用資料

研修進行者に意識して
欲しい研修のポイント
と実施する研修の主な
活動を示した。

研修進行者が、研修の
流れを把握し、進行の
イメージをもちやすく
するための資料

研修受講者が、
研修のねらいや
内容を把握する
ための資料

実施する研修プラ
ンのねらい、研修
内容を示した。

主な研修内容を示す
スライドを提示資料
から選び掲載した。

ワークショップ型の研修で
は、考えたことをまとめる
など、ワークシートとして
活用できるようにした。

研修実施に必要な
機器などの準備を
示した。

研修の項目と時間、
使用する提示資料、
内容などを示した。

研修受講者に研修内容を分かりやすく説
明するための提示資料を作成した。

使用する提示資料に
合わせた説明文の例
を掲載し、進行補助
資料としてまとめた。



○本研修プラン集を活用した研修を実施したことで、情報
教育にかかわる研修機会をすべての教員に提供すること
ができ、研修を受けた教員が情報教育について理解を深
めたり、意識を高めたりすることができた。

○情報教育の授業を構想し、模擬授業を行う研修プランや
授業実践の参観、授業研究会を取り入れた研修プランの
実施を通して、各教員が情報教育のねらいや内容を踏ま
えた学習場面をイメージすることができ、実践への意欲
化を図ることができた。

違うため、○各教員によって、興味･関心や疑問点が違うため、
事前に情報教育についての理解や意識の違い、研
修したい内容などを把握するための調査用紙や個
に応じた研修を実現するための資料を一層充実さ
せたい。

○わずかな時間を有効に活用し、研修内容を身に付
けさせるには、研修内容に応じたグループ編成を
行い、教員間の教え合い、学び合いを促すような
工夫が重要である。

問い合わせ先 群馬県総合教育センター
担当係：教育情報推進係 ０２７０－２６－９２１５（直通）

成果 課題

実践の様子と結果

社会科のワークシートを用
いた発表にも生かしてい
けると思った。

研修した内容を今後生か
していきたいと思う。

情報教育を踏まえた学習
を行える場面を考え出
すことができた。

実践前後の教員へのアンケート結果の比較

プランＣ４-２ （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型）
「中学校における情報教育の

学習活動を考えよう」

プランＢ３ （講義型）
「情報モラル教育とは」
プランＣ２ （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型）
「情報モラル教育の

必要性を考えよう」

プランＤ２ （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ型）
「授業実践の参観と授業研究会

で指導法を考えよう」

研修プラン集を活用した協力校における実践の様子

担当教科等で扱える情報教
育の内容をチェックし、各
教科等における情報教育の
学習活動例をもとにして、
授業での実践のイメージを
創り出した。

講義型の研修で情報モラル
教育の内容や目標を理解し、
ワークショップ型の研修で
自校の生徒に必要な情報モ
ラル教育について意見交換
し、共通理解を図った。

情報教育のねらいや内容を
踏まえた授業実践を参観し
てもらい、授業研究会を通
して、効果的な指導法を検
討し、授業のイメージを創
り上げた。

＜研修で使用した提示資料の例＞＜意見交換の様子＞ ＜授業実践の様子＞

研修プラン集を活用した協力校における実践の結果

情報教育推進
に向けて

に有効である
という結果
が得られた

理解を
深めること

意識を
高めること

実践後の教員の意見・感想


